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ＦＡ－２ 公募研究課題 

 

（１）研究課題名 

現代の社会生活に応じた適切な睡眠・休養取得のための行動変容促進ツールの作成及び

環境整備のための研究 

（２１ＦＡ０２０１） 

 

（２）目標 

睡眠や休養については、第２次健康日本２１や「健康づくりのための睡眠指針 2014」

を策定し取組を進めてきたところである。指針の改正に向けて、これまでの研究成果や新

たなウェアラブルデバイス等の出現を踏まえ、より実用的な観点においても指針を改訂す

ることを目的とした研究である。令和５年度末までに、睡眠に寄与する生活習慣等を分析

するためのツールを作成し、その効果を検証する。また、主に勤労世代の休養のための職

場等における取組やこれらの取組を促進する方策を調査・検証し、優良事例を示す。 

 

（３）求められる成果 

・生活習慣、睡眠環境、健康状態等の因子が、睡眠の質に与える寄与度を評価する。 

・自らの生活習慣等を振り返ることを可能にするツールとして、生活習慣等の睡眠に与える

寄与度を基にしたチェックボックス等を作成する。 

・ウェアラブルデバイスやアプリケーション等の普及状況も鑑み、より適切な睡眠管理のた

めのこれらのデバイスの活用方法について提言を行う。 

・主に勤労世代が適切に睡眠を含む休養が行えるように、職場等における取組を整理すると

ともに、睡眠のプレゼンティズム等への影響を明らかにし、これらの取組を促進する方策

を体系的に整理するとともに優良事例を提示する。 

 

（４）研究費の規模等※ 

研究費の規模： １課題当たり年間 8,000 千円程度※（間接経費を含む） 

   研究実施予定期間： 最長３年間 令和３年度～令和５年度 

新規採択課題予定数： １課題程度※ 

 ※ 研究費の規模等はおおよその目安となります。研究費の規模及び新規採択課題予定数等

については、今後の予算成立の状況等により変動することがあります。 

 

（５）採択条件（【 】内は条件を満たしていることを示す書類等） 

・「健康づくりのための睡眠指針 2014」策定に関係した研究者が研究分担者又は研究協力

者として参加する等、意見を反映させることができる体制が確保されていること。 

・睡眠の研究者だけでなく、内科、精神科、産業医等関連する領域の研究者が幅広く参加し

ており、睡眠学会と連携する体制が取れていること【学会から協力が得られることを示す

書類等】。 
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・臨床研究に関連した疫学又は生物統計学の専門的知識を有する者が研究代表者又は研究分

担者として研究に参画していることが望ましい。 

・目標を明確にするため、研究計画書に、当該研究により期待される科学的成果及び当該成

果によりもたらされる学術的・社会的を具体的に記載すること。また、年度毎の計画及び

達成目標を記載するとともに、指針の改訂を含めた研究全体の具体的なロードマップを示

した資料を添付すること【様式自由】。 

 ・研究分担者又は研究協力者として、若手研究者・女性研究者を研究班に参画させるよう努

めること。 
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